
故
白
杉
庄
一
郎
教
授
　
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

明
治
四
二
年
一

大
　
正

大
正
一

昭
　
和

昭
　
和

昭
　
和

昭
　
和

昭
　
和

■
’
－

デＨ

ｎ禾

五一
一
一

三四五七九

　
　
略

一
月
一
一
四
日

年年年年年
だ
ト

■
」」

二

｛
壬

・
二

｛
４

四三三四三七三三

月月月月月月月月

歴
京
都
府
与
謝
郡
市
場
村
（
塊
野
田
川
町
）
字
幾
地
一
五
五
九
に
白
杉
文
右
衛
門
．
う
た
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。

市
場
村
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
。

同
校
尋
常
科
卒
業
。
同
年
四
月
、
京
都
府
立
宮
津
中
学
校
に
入
学
。

同
中
学
校
卒
業
。

京
郁
府
師
範
学
校
本
科
第
二
部
に
入
学
。

同
校
卒
業
。
阿
年
四
月
、
京
都
帝
困
大
学
経
沽
学
部
選
科
に
入
学
。

同
大
学
同
学
部
本
科
に
納
入
。

京
都
帝
国
大
学
経
沽
学
部
卒
業
。
同
年
四
月
、
京
祁
帝
国
大
学
大
学
院
に
入
学
。
石
川
興
二

教
扱
に
つ
い
て
経
済
学
史
を
専
攻
す
る
。

京
郁
帝
困
大
学
大
学
院
を
逃
学
。
同
年
四
月
、
京
郁
帝
因
大
学
経
済
学
部
諦
師
を
嘱
託
さ
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
三
　
（
三
〇
三
）



三
〇
四
　
（
、
二
〇
四
）

昭
和
一
五
年

昭
和
二
一
年

昭
和
二
二
年

昭
和
二
四
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
九
年

昭
和
三
五
年

六六七ガ三
二

月月月月月月月

昭
和
三
六
年
六
月
一
五
日

京
都
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
経
済
学
史
担
当
。

京
都
大
学
助
教
授
を
依
願
退
職
す
る
。

彦
根
経
済
専
門
学
校
教
授
に
杣
せ
ら
れ
る
。

滋
費
大
学
教
扱
に
杣
せ
ら
れ
る
。
経
済
学
史
担
当
。

京
都
大
学
よ
り
経
済
学
博
土
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。
　
（
学
位
諭
文
、
「
近
世
西
洋
経
済
史
研
究

序
説
』
）

経
済
学
史
学
会
幹
事
に
選
出
さ
れ
る
。
以
来
、
四
選
さ
れ
て
昭
和
三
六
年
に
及
ぶ
。

滋
貨
大
学
を
依
願
退
職
す
る
。
同
年
四
月
、
立
命
蝋
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
経
済
原
論

担
当
。
同
年
七
月
、
立
命
鮒
大
学
評
議
員
に
選
出
さ
れ
る
。

京
都
府
立
医
科
大
学
付
属
病
院
に
お
い
て
狼
心
症
の
た
め
逝
去
。
同
目
、
正
四
位
に
叙
せ
ら

れ
勲
四
等
瑞
宝
章
を
下
賜
さ
れ
る
。
　
（
法
名
、
智
徳
院
禅
堂
正
世
唐
士
）



　
　
　
　
　
主
要
著
作
目
録

　
　
　
著
　
書

国
民
経
済
学
研
究
　
　
　
　
弘
　
　
文
　
　
堂

近
世
西
洋
経
済
史
研
究
序
脱
　
　
．
　
　
　
　
有
　
　
斐
　
　
閣

絶
対
士
上
義
諭
批
判
　
　
　
　
三
　
一
　
書
房

資
本
主
義
成
立
吏
の
原
型
（
筑
一
分
冊
）
有
斐
閣

価
　
　
値
　
　
の
　
　
理
　
　
諭
　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

経
済
学
吏
概
泌
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
番
房

絶
対
主
張
約
　
　
　
目
本
評
諭
新
杜

独
占
珊
諭
の
研
究
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

　
　
　
論
　
　
文
（
ネ
け
ヅ
。
い
∴
に
以
れ
い
…
サ
／
、
の
他
の
小
一
伽
け
”
伊
、
）

ア
グ
ム
・
ス
ミ
ス
に
篶
け
る
絆
沽
火
舳
　
　
　
　
　
　
　
維
　
沽
　
淋
　
爪
　
　
一
．
、
六
ノ
六

ア
リ
ス
｝
テ
レ
ス
の
価
仙
一
人
…
　
　
　
　
　
〃
肌
批
…
〈
舳
ｗ
人
　
　
一
．
一
七
ノ
七

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
吹
仙
川
い
｛
＾
沽
　
　
　
　
　
　
　
絆
　
沽
　
諭
　
必
　
　
一
、
一
九
ノ
ニ

昭
和
一
四
年

昭
和
二
五
年

昭
和
二
五
年

昭
和
二
七
年

昭
和
一
二
〇
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
六
年

刀
Ｈ
　
，
＼
．
　
」
、

－
　
　
　
一
ノ
　
　
　
　
一
ノ

ｍ
八
∴
∴

フ
ー
　
し
．
　
、

町
　
プ
　
　
ノ

　
三
〇
五
　
（
三
〇
五
）



＊
肩
ツ
シ
ャ
ー
の
歴
史
的
方
法

＊
ロ
ッ
シ
ャ
ー
に
於
け
る
因
民
経
済
の
意
義

＊
万
民
経
済
学
と
因
民
経
済
学

都
市
と
農
村
と
の
対
立
に
閑
す
る
ア
ダ
ム

　
　
　
　
　
経

　
　
　
　
　
経

　
　
　
　
　
経

・
ス
ミ
ス
の
□
几
畔

　
　
　
　
　
純

＊
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ド
に
於
け
る
国
民
経
済
学
の
課
卿

＊
全
体
主
義
的
四
民
経
済
学
の
基
礎
理
諭

＊
リ
ス
ト
の
因
民
生
産
力
説

＊
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
国
民
締
済
学
方
法
諭

＊
カ
ー
ル
・
メ
ソ
ガ
ー
の
歴
史
学
派
批
判

＊
カ
ー
ル
・
メ
ソ
ガ
ー
の
杜
会
政
策
ツ
派
批
判

＊
歴
史
学
派
に
於
け
る
因
民
経
済
の
概
念

＊
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
田
一
民
主
ル
我

『
道
徳
情
操
論
』
の
研
究

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
正
義
の
観
念

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
臼
然
的
ｎ
山

　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け
る
愛
国
心
と
人
類
愛

個
人
主
義
経
済
倫
理
の
批
判

　
マ
ル
サ
ス
『
人
口
論
』
の
形
而
上
学
的
某
礎

経経経統経続経経経経締維経経

済済済済済済済済済済済済済済済済済済

論諭諭諭諭諭論諭諭
一
．
”

八
…

三
一
口

諭諭諭

八
…

一
１
．
”

し
Ｈ

ソ
洲

１

、
”

ソ
…

八
…

一
．
“

、
”

マ
川

　
　
四
〇
ノ
一

濫
　
　
四
〇
ノ
五

叢
　
　
四
一
ノ
四
、

叢披燕推雌雌遊遊荻渡Ｊ淀
へ
Ｊ

咋
．
．
ぺ

、
亙

汽
ｋ

↓
工

股Ｊ

四
ニ
ノ
一

四
三
ノ
一
二
、

四
四
ノ
四

四
四
ノ
五

四
六
ノ
一

四
七
ノ
三

四
七
ノ
四

四
八
ノ
一

四
九
ノ
一

五
〇
ノ
六

五
一
ノ
五

五
．
．
ノ
川

互
．
、
ノ
一

工
、
一
ノ
四

五
四
ノ
ニ

　
　
　
　
三
〇
六

　
　
　
昭
一
〇
・

　
　
　
昭
一
〇
・

五
　
　
　
昭
一
〇
・

四

（
三
〇
六
）

五
一
〇
、
一
一

昭
一
一
・

岬
一
一
・
九
、
　
一
〇

冊
一
二
・
　
四

昭
一
二
・
　
五

昭
二
二
・
　
一

昭
二
二
・
　
九

叩
二
二
・
一
〇

昭
一
四
・

閉
一
四
・
　
七

昭
一
五
・
　
パ

冊
一
五
・
一
一

昭
ニ
ハ
・
　
枳

閉
一
六
・
　
七

昭
一
六
・
一
〇

胴
一
七
・
　
二



マ
ル
サ
ス
『
人
口
論
』
の
倫
理
学
的
基
礎

マ
ル
サ
ス
『
人
口
論
』
の
人
問
観
的
基
礎

第
一
次
大
英
帝
困
の
崩
壊
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
の
『
財
宝
論
』

ペペベホホロ

ソツヅツツ

ヅ

テテ
テブブ

イイ
イ

スス
ク

　
の
『
租
税
論
』

の
経
済
理
諭

の
政
治
算
術
論

の
経
済
思
想

と
重
商
主
義

の
　
財
　
産
　
諭

近
代
質
本
主
義
の
成
立
と
商
業

＊
講
座
派
絶
対
主
義
諭
の
再
検
討

ホ
蒐
商
主
義
と
近
世
国
家
の
成
立

所
謂
「
前
期
的
商
業
資
本
」
の
無
概
念
性

ジ
ョ
サ
イ
ヤ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
の
貿
功
諭

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ァ
ヴ
ナ
ソ
ト
の
貿
易
狐
舳

＊
重
　
　
　
商
　
　
　
主
　
　
　
義

＊
歴
　
　
　
史
　
　
　
学
　
　
　
派

ジ
ョ
ソ
・
ロ
ッ
ク
の
経
済
思
想

経経経経経経経経経経

済済済済済済済済済済

論論論諭論諭諭諭諭諭

叢叢叢叢叢叢叢叢援淡

彦
根
経
専
諭
遊

困彦彦彦彦

民根根根根

経諭諭諭諭

済雄淡遊披

五
四
ノ
四

五
五
ノ
ニ

五
五
ノ
六

五
六
ノ
三

五
六
ノ
六

五
七
ノ
一

五
七
ノ
四

五
八
ノ
一

五
八
ノ
三

五
九
ノ
一

復
刊
　
一

四
ノ
九

四
一
■
Ｌ
、
　
　
。
、

７
　
　
」
ノ

しブ

出
口
勇
蔵
編
『
維
済
学
史
」

出
口
勇
蔵
編
『
締
済
学
史
』

彦
根
諭
殻
　
二
一

、
二

・
二

昭
一
七
・
　
四

昭
一
七
・
　
八

昭
一
七
・
二
一

昭
一
八
・
　
三

昭
一
八
・
　
六

昭
一
八
・
七
、
八

昭
一
八
・
一
〇

昭
一
九
・
　
二

昭
一
九
・
　
三

昭
一
九
・
　
七

昭
二
一
二
・
二
一

昭
二
四
・
　
九

昭
二
四
・
一
二

昭
二
六
・
　
一

昭
二
六
・
六
、
九

昭
二
七
・
　
四

胴
二
八
・
　
一

昭
二
八
・
　
一

昭
二
八
・
　
三

三
〇
七
　
（
三
〇
七
）



ピ
ュ
ー
リ
タ
ソ
班
命
と
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ｉ
　
　
彦
根
諭
叢
　
一
四

名
誉
革
命
と
商
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
　
　
　
　
　
　
　
彦
　
根
　
論
　
並
　
　
一
九

名
誉
革
命
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
荻
　
　
　
　
　
　
　
彦
　
根
　
諭
　
叢
　
　
二
一

理
諭
経
済
学
の
方
法
に
つ
い
て
の
一
つ
の
堂
ぷ
　
　
　
　
彦
　
根
　
諭
　
濫
　
　
二
五

テ
ユ
ー
ダ
ー
時
代
の
冒
険
商
人
紅
Ａ
〕
　
　
　
彦
根
諭
叢
　
二
八

歴
史
派
経
．
済
学
　
　
河
出
書
房
『
経
済
学
説
全
集
』
第
五
巻

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
市
民
杜
会
成
立
史
淋
　
　
　
　
　
　
『
堀
維
夫
博
十
遮
席
記
念
諭
文
災
』

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
特
色
　
　
　
彦
根
諭
雌
　
三
四

講
座
・
経
済
学
吏
（
重
商
主
義
、
重
農
主
漉
、
古
典
絡
済
学
）
経
済
セ
、
・
・
ナ
ー
　
　
一
～
五

イ
ギ
リ
ス
の
初
期
資
本
主
義
成
立
吏
上
に
お
け
る
掃
険
陥
人
組
く
ｎ
閉
魎

ホ
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
剰
余
仙
仙
の
法
則

　
オ
ー
ル
ダ
マ
ソ
・
コ
ケ
イ
ソ
計
両

ホ
独
｛
利
澗
の
源
泉
に
つ
い
て

ホ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
コ
ン
と
剰
余
伽
仙
の
法
則

ホ
独
｛
と
脈
茱
抜
術
の
逃
捗

＊
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
独
｛
理
諭

ホ
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
独
｛
諭

＊
ギ
ャ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
独
｛
楡

彦経彦彦彦彦彦彦彦

根済根根根根艮ネ艮非艮木

諭

一
一
１
１

論諭諭諭諭諭諭

溢篶推遊雌並遊披雌

三
七

八
○
ノ
四

四
〇

巴
二

四
六
・
四
七

四
八
・
四
九

、
五
三

一
五
六

五
九
・
六
〇
・
六
一

三
〇
八

昭
二
八
・

昭
二
九
・

昭
二
九
・

昭
三
〇
・

昭
一
二
〇
・

昭
三
一
・

昭
三
一
・

昭
三
一
・

（
三
〇
八
）

七五九五

一
一

六九

＝
一

昭
三
二
・
四
～
八

昭
三
二
・
　
五

昭
三
二
・
一
〇

昭
三
二
・
一
二

昭
三
一
二
・
　
五

昭
三
三
・
　
九

昭
一
二
三
∴
○

昭
三
四
・
　
三

昭
三
四
・
　
七

昭
三
四
・
一
〇



＊
ギ
ヤ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
対
抗
力
理
論
　
　
　
　
　
　
彦
根
諭
叢
　
　
六
二

半
独
占
資
本
主
義
と
価
値
法
則
　
　
　
　
　
経
済
評
諭
　
　
九
ノ
三

、
ふ
た
た
ぴ
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
剰
余
価
値
の
法
則
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
　
済
　
諭
　
叢
　
　
八
五
ノ
ニ

、
特
別
剰
余
価
他
と
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
　
　
　
　
　
　
　
彦
　
根
　
諭
　
叢
　
　
六
五
．
六
六
．
六
七

、
超
過
利
潤
と
差
額
地
代
　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
九
ノ
一

差
額
地
代
に
か
ん
す
る
平
均
説
　
　
　
　
　
彦
根
諭
叢
　
　
七
〇
一
七
一
．
七
二

差
額
地
代
に
か
ん
す
る
剰
余
生
産
物
説
　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
　
九
ノ
五

歴
史
学
派
（
灼
〃
ソ
パ
い
〃
｝
〕
似
－
）
　
　
　
　
堀
経
犬
編
『
原
典
経
済
学
史
』
上

昭
三
四
・
一
二

昭
三
五
・
　
二

昭
三
五
・
　
二

昭
三
五
・
六

昭
三
五
・
一
〇

昭
三
五
・
一
〇

胴
三
五
・
一
二

昭
三
六
・
五

三
〇
九
　
（
三
〇
九
）


